
都道府県 地域社保協 準備会 友好団体

北海道 1 19 3
青森 1 5
岩手 1 2
秋田 1 0 1
宮城 1 4
山形 1 3 1
福島 1 0 1
茨城 1 3 1
栃木 1 1
群馬 1 7 1
埼玉 1 41
千葉 1 15 2
東京 1 45

神奈川 1 27 1
山梨 1 3 1
長野 1 6
新潟 1 4 7
富山 1 0 2
石川 1 7
福井 1 3
岐阜 1 10
静岡 1 5
愛知 1 10
三重 1 8
滋賀 1 2 1 2
京都 1 21 3
大阪 1 52
兵庫 1 15
奈良 1 2

和歌山 1 2
鳥取 1 0
島根 1 1
岡山 1 6 2
広島 1 3
山口 1 3
徳島 1 0
香川 1 0
愛媛 1 3
高知 1 0 3
福岡 1 11
佐賀 1 0
長崎 1 1
熊本 1 4 1
大分 1 1
宮崎 1 2

鹿児島 1 2 1
沖縄 1 8

全国 47 367 20 14

総合計 434

地域社保協結成到達(2022年7月現在)
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県 数 準備 友好 地域社保協 備考欄(2022年7月時点)

北海道 19 函館社保協

旭川・上川社保協

十勝社保協

西胆振社保協

札幌東区社保協

札幌南区社保協

札幌豊平区社保協

札幌市社保協

苫小牧社保協

札幌白石区社保協

札幌西区社保協

釧路社保協

根室社保協

札幌北区社保協

札幌中央社保協

小樽社保協

南空知社保協

札幌厚別社保協

札幌手稲区社保協

3 北広島市

北後志

由仁町

青森 5 東青社保協

中弘南黒社保協

三八社保協

西北五社保協 20200728再建

上十三社保協

岩手 2 一関社保協

盛岡地域社保協 再開の検討会立ち上げた

秋田 0 1 （秋田市（準）予定中）

宮城 4 塩釜地域社保協

石巻地域社保協

大崎地区社保協

県南社保協

山形 3 酒田飽海地域社保協

鶴岡地域社保協

山形社保協

1 （準）米沢社保協

福島 1 （準）福島医療と福祉を良くする会

各県地域社保協一覧（2022年7月時点）　　

47都道府県　　381地域社保協・友好組織　　20準備会
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県 数 準備 友好 地域社保協 備考欄(2022年7月時点)

茨城 3 水戸社保協

取手地域社保協

石岡地域社保協

1 （準）つくば社保協

栃木 1 宇都宮市社保協

群馬 7 前橋社保協

高崎社保協

渋川川広域圏社保協

太田・新田社保協

桐生社保協

利根沼田社保協

伊勢崎佐波社保協

1 （準）吾妻社保協

埼玉 41 詳細別紙

千葉 15 2 詳細別紙

東京 45 詳細別紙

神奈川 27 1 詳細別紙

山梨 3 いのちと健康を守る峡西・峡南地域連絡会

甲府市社保協 2021.1より再建準備会開始。10月再建総会を予定

峡東社保協 活動再開を目指す→未だ動きつくれず

1 北杜市社保協 2021.11結成総会。
長野 6 上伊那社保協

諏訪地方社保協

松本地区社保協

飯伊地区社保協

佐久地区社保協

長野地区社保協

新潟 4 新潟市社保協

長岡市社保協

新津地域社保協

新発田市社会福祉を考える会

7 「介護保険をよくする会（湯沢町、頚城村、

上越市、六日町、柏崎市、三条市、寺泊町）」

富山 2 礪波地方介護と福祉をよくする会

介護・福祉をよくする小矢部市民の会

石川 7 0 0 南加賀社保協 役員会開催されず

金沢社保協 活動中だが、理由があって以前のような活発さはなくなった。

はくい社保協 自治体キャラバンの時だけ活動する

輪島社保協 自治体キャラバンの時だけ活動する

白山・野々市町社保協（再建） 自治体キャラバンの時だけ活動する

七尾・鹿島郡社保協 自治体キャラバンの時だけ活動する

内灘町社保協 自治体キャラバンの時だけ活動する
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県 数 準備 友好 地域社保協 備考欄(2022年7月時点)

福井 3 嶺南地域社保協

丹南社保協

福井市社保協

岐阜 10 西濃地域社保協

岐阜市社保協 要望書提出懇談

郡上市社保協 要望書提出懇談

関市の社会保障をよくする会 要望書提出懇談

高山市社保協 要望書提出懇談

各務原社保協 要望書提出懇談、名称変更

可児市社保協　　　２０２１．１1．２８結成

恵那市社保協 要望書提出懇談

中津川市社保協　　２０２１．１０．１０結成 要望書提出懇談

美濃市社保協　　　２０２１．１２．１８結成 要望書提出懇談

静岡 5 静岡市医療と福祉をよくする会（社保協）

介護医療と社会保障を考える市民の会（浜松）

医療充実を求める藤枝市民の会

三島市社会保障をよくする会

掛川の医療と福祉をよくする会

愛知 10 知多３市１町介護をよくする会

一宮社保協

日進市民参加の会

尾張旭の国保・介護をよくする会

年金者組合西尾支部

介護・医療の充実をめざす瀬戸の会

くらしと福祉・地方自治を守る犬山市民会議

海部津島社会保障推進協議会（準備会）

豊田・みよし地域社会保障推進協議会

年金者組合岡崎支部

三重 8 暮らしと福祉を守る伊勢連絡会

紀北医療と福祉を良くする会

津社保協

四日市社保協

桑員社保協

松坂市社保協

鈴鹿市社保協

亀山市社保協

滋賀 2 草津・栗東社保協

大津市社保協

1 高島社保協

2 「大津市国保をよくする会」

「大津市介護をよくする会」

京都 21 3 詳細別紙
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県 数 準備 友好 地域社保協 備考欄(2022年7月時点)

大阪 52 詳細別紙

兵庫 15 尼崎社保協

社会保障をよくする宝塚の会

社会保障をよくする伊丹の会

中央区社保協

東灘社保協

灘区社保協

垂水社会保障をよくする会

神戸北社保協

兵庫区社保協

長田区社保協

須磨区社保協

西区社保協

（兵庫県社保協神戸市協議会）

加印社保協

明石社保協

西播社保協

奈良 2 桜井社保協

奈良市社保協

和歌山 2 和歌山市社保協

橋本・伊都社保協

鳥取 0

島根 1 松江市社保協

岡山 6 2 倉敷市社保協

新見社保協

岡山市社保協

高梁地域社保協

美作地域社保協

備前市社保協

真庭市社保協結成準備会 7/13に第1回結成準備会

総社市社保協結成準備会 7/28に第1回結成準備会

広島 3 福山市社保協

広島市安佐地域社保協

広島市社保協

山口 3 山陽小野田市社保協

宇部市社保協

下関社保協

徳島 0

香川 0

愛媛 3 新居浜市社保協

松山市社保協

内子町社保協
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県 数 準備 友好 地域社保協 備考欄(2022年7月時点)

高知 0 3 香美市「国保を考える会」

香南市「国保を考える会」

生活と健康を守る会宿毛市準備会

福岡 11 福岡市社保協

北九州市社保協

宗像市社保協

直鞍社保協

田川地区社保協

大牟田市社保協

筑後地区社保協

福岡南区社保協

筑紫・朝倉地区社保協 追加

京築社保協

福岡県保険医協会

佐賀 0

長崎 1 諫早地区社会保障をよくする会

熊本 4 荒玉社保協

水俣社保協

八代社保協

菊池郡・市社保協

1 （準）天草社保協

大分 1 大分市社保協

宮崎 2 延岡社保協

都城・北諸地域社保協

鹿児島 2 鹿児島市社保協　➡解散して「市民の市政をつくる会」に合流

姶良地域社保協　➡　霧島市社保協（名称変更）

1 （準）南薩・川辺地域社保協　➡　活動実績なし

沖縄 8 浦添社保協　

那覇社保協

糸満社保協

宜野湾社保協

沖縄市社保協

うるま市社保協

豊見城市社保協

南風原町社保協

全国 367 20 14
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東京都 神奈川県 千葉県 埼玉県 大阪府 京都府
1 千代田社保協 1 横浜市社会保障推進協議会 1 社会保障推進市川市協議会 1 飯能市社会保障をよくする会 1 北区社保協 1 北区社会保障推進協議会

2 中央区社保協 2 鶴見区社会保障推進協議会 2 社会保障推進市原市協議会 2 秩父社会保障推進協議会 2 住之江社保協 2 上京社会保障推進協議会

3 港社保協 3 戸塚･栄・泉区社会保障推進協議会 3 社会保障推進船橋市協議会 3 所沢市社会保障推進協議会 3 西淀川区社保協 3 中京社会保障推進協議会

4 新宿社保協 4 港北区社会保障推進協議会 4 社会保障推進流山市協議会 4 上尾社会保障をよくする会 4 大正区社保協 4 左京区社会保障推進協議会

5 文京社保協 5 横浜西部社会保障推進協議会 5 社会保障推進鎌ヶ谷市協議会 5 三郷社会保障推進協議会 5 中央区社保協 5 東山区社会保障推進協議会

6 台東社保協 6 横浜北部社会保障を考える会 6 社会保障推進松戸市協議会 6 川口社会保障推進協議会 6 城東区社保協 6 山科社会保障推進協議会

7 墨田社保協 7 川崎市社会保障推進協議会 7 社会保障推進野田市協議会 7  入間社会保障をよくする会 7 生野区社保協 7 下京社会保障推進協議会

8 江東社保協 8 川崎区社会保障推進協議会 8 社会保障推進柏市協議会 8 さいたま市社会保障推進協議会 8 此花区社保協　 8 南区社会保障推進協議会

9 品川社保協 9 幸区社会保障推進協議会 9 社会保障推進千葉市協議会 9 　　さいたま市南区社保協 9 平野区社保協 9 右京社会保障推進協議会

10 目黒社保協 10 中原区社会保障推進協議会 10 社会保障推進習志野市協議会 10 　　さいたま市緑区社保協 10 住吉区社保協 10 西京社会保障推進協議会

11 大田社保協 11 高津区社会保障推進協議会 11 社会保障推進我孫子市協議会 11 　　さいたま市大宮区社保協 11 鶴見区社保協 11 伏見社会保障推進協議会

12 世田谷社保協 12 宮前区社会保障推進協議会準備会 12 大網白里地域の社会保障を良くする会 12 　　さいたま市見沼区社保協 12 東成区社保協 12 乙訓社会保障推進協議会

13 渋谷社保協 13 多摩区社会保障推進協議会 13 社会保障推進佐倉市協議会 13 　　さいたま市中央区社保協 13 旭区社保協　 13 宇治・城陽・久御山社会保障推進協議会

14 中野社保協 14 麻生区社会保障推進協議会 14 社会保障推進白井市協議会 14 　　さいたま市桜区社保協 14 東淀川区社保協　 14 亀岡社会保障推進協議会

15 杉並社保協 15 相模原市社会保障推進協議会 15 社会保障推進銚子市協議会 15 　　さいたま市浦和区社保協 15 天王寺社保協 15 船井社会保障推進協議会

16 豊島社保協 16 横須賀市社会保障推進協議会 （準）印西市社保協 16 　　さいたま市西区社保協 16 堺社保協 16 社会保障を進める綾部市民連絡会

17 北区社保協 17 三浦の医療と福祉を考える会 （準）八千代市社保協 17 　　さいたま市北区社保協 17 泉大津社保協 17 福天地域の医療・福祉を良くする会

18 荒川社保協 18 鎌倉市社会保障推進協議会 18 　　さいたま市岩槻社保協 18 高石社保協 18 舞鶴社会保障推進協議会

19 板橋社保協 19 藤沢市社会保障推進協議会 19 新座市社会保障推進協議会 19 貝塚社保協 19 宮津・与謝社会保障推進協議会

20 練馬社保協 20 茅ヶ崎市社会保障推進協議会 20 狭山市社会保障をよくする会 20 岸和田社保協 20 丹後社会保障推進協議会

21 足立社保協 21 寒川社会保障推進協議会 21 春日部社会保障をよくする会 21 泉南社保協 21 京田辺市社会保障推進協議会

22 葛飾社保協 22 平塚地域社会保障推進協議会 22 入間西部社会保障をよくする会 22 泉佐野社保協 ▲ 八幡市社保協準備会＊

23 江戸川社保協 23 西湘地域社会保障推進協議会 23 日高社会保障推進協議会 23 高槻社保協 ▲ より良い介護保障を考える相楽の会＊

24 八王子社保協 24 厚木地域社会保障推進協議会 24 朝霞社会保障をよくる会 24 茨木社保協 ▲ 亀岡市介護を考える会＊

25 立川社保協 25 逗子市社会保障推進協議会 25 社会保障をよくする蕨の会 25 豊中社保協

26 武蔵野社保協 26 座間市社会保障推進協議会 27 富士見市社会保障をよくする会 26 吹田社保協

27 三鷹社保協 27 海老名市社会保障推進協議会 27 桶川社会保障をよくする会 27 東大阪社保協

28 府中社保協 28 久喜地域社会保障推進協議会 28 八尾社保協

29 昭島社保協 29 社会保障をよくする北本の会 29 羽曳野社保協

30 調布社保協 30 鴻巣社会保障をよくする会 30 富田林社保協

31 町田社保協 31 蓮田市社会保障推進協議会 31 河内長野社保協

32 小金井社保協 32 熊谷地域社会保障推進協議会 32 四条畷社保協

33 小平社保協 33 志木社会保障をよくする会 33 寝屋川社保協

34 日野社保協 34 草加の社会保障をよくする会 34 守口社保協

35 東村山社保協 35 越谷市社会保障推進協議会 35 門真社保協

36 国分寺社保協 36 比企地域社会保障をよくする会　 36 枚方社保協

37 国立社保協 37 川越市社会保障推進協議会 37 交野社保協

38 狛江社保協 38 ふじみ野社会保障をよくする会 38 港区社保協

39 村山・大和社保協 39 白岡市社会保障推進協議会 39 大東社保協

40 清瀬社保協 40 行田・羽生社会保障をよくする会 40 西成社保協

41 東久留米社保協 41 加須市の社会保障をよくする協議会 41 忠岡町社保協

42 多摩社保協 42 藤井寺社保協

43 稲城社保協 43 池田社保協

44 西東京社保協 44 松原社保協

45 西多摩社保協 45 和泉社保協

46 摂津社保協

47 東住吉区社保協

48 箕面社保協

49 都島区社保協

50 くまとり社保協

51 大阪狭山社保協

52 河南町社保協
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ｎ 県　名 22年7月回数 22年7月参加数 22年7月特徴・今後の予定など

51 北海道 2 260
52 青森県 6 375
53 岩手県 5 288
54 宮城県 20 188 4病院再編統合･移転反対地区別学習会のみ掲載

55 秋田県 3 60
56 山形県 1
57 福島県 1
58 茨城県
59 栃木県
60 群馬県

61 埼玉県 16 465

◆2021年の特徴　　前年(2020年)のキャラバン行動
の市町村訪問は中止し、アンケート及び要望書送付
のみとしたためキャラバン学習会は大きく減少した。
しかし、2021年は、参加人数を10人に自主的に制限
して訪問が実現した。事前学習会は、地域社保協中
心に開催し、意思統一を行うことができた。行政側か
らの理解・協力も得られた。
◆2022年の特徴　　キャラバン行動(2022年7月)に向
けて、国保問題学習会が開かれた。

62 千葉県 10 179

●地域社保協未結成の地域団体に呼びかけ、自治
体要請キャラバンに向けて学習会を行った。コロナ禍
にあってもすべての自治体との懇談めざし、住民の
声を自治体に届け地域社保協結成をめざしたい。
●県予算学習会での検証で感染症対策、地域経済・
雇用、防災、教育・子育て、教育、交通安全対策など
の分野で県の責任が曖昧で予算も不充分なことが明
らかになった。一方で、「新たな湾岸道路、千葉北西
道路の具体化」や「千葉港中央地区ふ頭再編の推
進」などの財政負担は県政の重石となるもので、不要
不急の公共事業はじめ「市町村デジタル推進事業」
などは見直しすべきとはっきりした。学習を力に　い
ま、県がやるべきことは、憲法を活かし、「地方自治」
の本旨に基づいて住民福祉の増進を図るためにその
時点での地域住民の願い、要求を最優先で実現する
内容になっているか。住民目線で検証することが重
要と理解した。

63 東京都 4 144
64 神奈川県 31 4053

65 山梨県 3 70

‣民医連内の学習会は、社保協自体の紹介と運動課
題をテーマに行った。自治体キャラバンなど共同して
取り組んでいる課題があるので知ってもらう機会がで
きて良かった。
‣2022年4月以降、「全世代型社会保障改革の中身と
今後の課題」のようなテーマでの学習会講師依頼が
いくつかきている（いずれも年金者組合の単組中
心）。

66 長野県 4 167
67 新潟県
68 富山県
69 石川県
70 福井県 1 40

71 岐阜県 32 356

・地域社保協が連続学習会を計画開催し、キャラバン
懇談会以降も回答と懇談内容を検証して部署別に要
望書を提出して懇談を重ねる流れがつくられてきた。
（郡上市・岐阜市・恵那市・中津川市）
・地域労組から春闘学習会に「地域社保協づくりと組
織づくり」について学習会依頼があった。
・自治体キャラバン事前学習会講師に事務局だけが
あたってきたが、幹事で分担して講師ができるように
していく方向を検討。　　　　　　　・「社会保障とは？そ
もそも何か」といった『分かりやすい』学習会依頼が地
域社保協から増えている。新しい個人会員を迎える
ためには重要なテーマです。

72 静岡県 13 730
73 愛知県 43 943

1万カ所学習会集約表（2022年8月総会・報告があった分の集計）
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ｎ 県　名 22年7月回数 22年7月参加数 22年7月特徴・今後の予定など

74 三重県
75 滋賀県 1 43

76 京都府 17 646

77 大阪府

78 奈良県
79 和歌山県 6 118

80 兵庫県 4 163

81 岡山県 2 75

82 広島県 2 103
83 鳥取県
84 島根県
85 山口県 3 46
86 徳島県 1 100
87 香川県
88 愛媛県
89 高知県 1
90 福岡県 1
91 佐賀県
92 長崎県 2 70

93 大分県 1 6
新型コロナ感染症の感染拡大のため、2021年から学
習会等の開催は控えている。

94 熊本県
95 宮崎県 6
96 鹿児島県 6

97 沖縄県 5 290
2か月に1回の幹事会（代表者会議）ごとに公開学習
会を短時間でも入れていきたい

合計 253 9,978 報告県数31

2017総会 4,378 138,537 報告県数40
2018総会 3,374 101,008 報告県数32
2019総会 7,752 239,545
2020総会 1,159 25,535 報告県数17
2021総会 191 7,067 報告県数22
2022総会 253 9,978 報告県数31

小計 17,107 521,670
医労連 27 2673
福祉保育労 1
年金者組合 4

中
央
団
体

累
計
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《中央社保協第６６回全国総会議案／付属資料》 

 

2021 年度（2021.5.1～2022.4.30）の取り組み報告 
 

    組織名／団体・地域 （ 北海道社保協     ）        記入者  （沢野 天 ） 

 

この一年間の取り組みの特徴について 

 下記の５つの活動を重点に取り組んできましたが、2021年に入ってからも、新型コ

ロナウイルス感染症が広がり、脆弱な感染対策・体制などによって、医療崩壊も起き

、国民の命や健康が脅かされ、ほとんど補償のない休業要請、さらに物価高騰などで

、国民のくらしや中小業者の経営、医療機関、介護事業所の経営も深刻になり、この

問題の解決を求めるとりくむもしました。 

①新型コロナウイルス感染によるいのちやくらし、中小企業など経営、地域経済など

深刻な問題を乗り越え、いのちとくらしを最優先の社会に転換させることをめざしま

す。 

②25条をはじめ憲法をくらしに活かし「憲法改悪・社会保障・規制緩和」に反対し、

関係諸団体と共同して、消費税減税、国の責任による社会保障の拡充をめざします。 

③国保都道府県単位化、地域医療構想、医療費適正化政策など、市町村の裁量を奪う

攻撃が強まる中、市町村といっしょに誰もがくらし続けられる自治体地域づくりをめ

ざします。 

④生活保護バッシングを打ち破り、孤立死や貧困をなくす取り組みをすすめます。 

⑤当事者のたたかいに連帯し、共同の取り組みをひろげ社保協の組織強化をめざしま

す。 

 社会保障分野でも、実態に基づき、当事者を先頭に、社会保障の充実を求めて、共

同を追求してきました。 

生活保護引き下げに対して「新・人間裁判」や、年金引き下げに対しては年金切り

下げ違憲訴訟の支援活動をすすめました。 

医療や介護の分野では、診療報酬や介護報酬の改善、制度改悪に反対する取り組み

をすすめました。新いのち署名の項目などで地域医療を守る取り組みをすすめました

。国保の都道府県単位化による保険料の値上げや徴収強化をしないように、また子ど

も医療費均等割の減免など北海道や市町村に働きかけました。また、全国的に最低レ

ベルにある北海道の子ども医療費制度の拡充をはじめ各市町村でも子ども医療費無料

化の拡充を求める運動も広がりました。労働分野でも、最低賃金の大幅引き上げを求

める取り組みも広がりました。 

コロナ対策や物価高騰対策で、自治体へ働きかけました。  

学習会・共同集会・シンポジウム等の取り組みの特徴⇒１万ヵ所学習会集約は別紙報告書へ 

●北海道社保学校ｉｎ旭川。11月20日（日）に、旭川市で、実行委員会をつくり、全

道をオンラインでつないで開催しました。記念講演は、伊藤千尋さんが「コロナ禍で

こそ 憲法を活かそう！と題して行い、全道で160人が参加し、学びと活動交流の場

として開催。 

●毎年、予算成立前に共同で行っている「いのちとくらしを守れ！集会、パレード」

を、2022年2月19日（土）に、約100人が参加し、ユーチューブでも配信。社会派の講

談師 神田香織さんが「国民いじめの政治はいらない」をテーマに講演、各分野の実

態やたたかいについて学び合いました。パレードも行った。 
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署名・宣伝行動、相談活動等の取り組みの特徴 

●コロナ感染が広がる中で、宣伝行動も重視し、感染対策を取りながら、他団体とも

共同して宣伝も行いました。消費税の導入が決まった24日、生活保護支給日、毎回の

年金支給日（15日）、消費税や後期高齢者医療制度が実施された4月1日、消費税増税

を実施した10月1日をはじめ行動など行ってきました。 

●街頭相談会   12月3日：チカホ北３条大通交差点広場（西）12人13件の相談 

●電話相談会  

 「コロナ災害を乗り越えるいのちとくらしを守るなんでも電話相談会」に参加しま

した。（〇6月12日：75人相談、〇8月21日：22人相談、〇10月23日：2人相談、〇12

月18日：8人相談、〇2022年2月19日：22人相談、〇4月19日：23人相談、〇6月11日：

9人相談） 

●「くらしに役立つハンドブック」（2021-22年度版） 

●11月11日の「介護の日」を中心に、スピーチ＆パレードを行い、深刻な介護の実態

や介護制度の改善を訴え電話相談も。 

自治体要請（キャラバン）・地方議会請願、自治体アンケート等の取り組み状況について 

●コロナ問題で、北海道等に要請      

●国保の都道府県単位問題で北海道に要請 

●地域医療問題・コロナ問題で北海道に要請 

●物価高騰問題で北海道に要請 

●北海道後期高齢者広域連合と懇談。 

●介護に笑顔を！道連絡会が、コロナ災害の影響や介護  

議員要請行動について（国会議員、地方議員等） 

●地域医療問題・コロナ問題、高齢者医療費値上げ問題、子ども医療費無料化などで

、国会議員や道議会会派に要請。  

その他 

●年6回「笑顔をくらしたい」の発行 

●地域医療と公立病院を守る道連絡会 

●子ども医療費無料ネットワーク北海道 

●国保7者会議 

●介護に笑顔を！道連絡会 

●生活保護制度をよくする会   新・人間裁判を支援 

●年金裁判を支援する会     年金裁判を支援 

●雇用・くらし・ＳＯＳネットワーク北海道 

●いのちとくらしを守れ！集会 実行委員会 

●消費税廃止各界連と共同行動  

署名集約（取り組んだ署名を記入ください）                             集約数（筆数） 

各種署名 未集計 

２０２１年度内に結成した地域社保協  なし  

結成予定の地域社保協                                     なし 
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《中央社保協第６６回全国総会議案／付属資料》 

 

2021 年度（2021.5.1～2022.4.30）の取り組み報告 
 

    組織名／団体・地域 （    青森県社保協     ） 記入者（   津川文彦   ） 

 

この一年間の取り組みの特徴について 

 

①  コロナ対策について県・市町村への要望活動 

②  国保の保険料の値下げ運動と高校生の均等割の廃止・減額運動 

③  国保減免と短期・資格・留め置きの改善要求 

④  介護の補足給付見直しと伴う市町村から助成運動 

⑤  後期高齢者医療保険の窓口反対運動 

⑥  就学援助の前年度前倒し要請(新入学児童生徒学用品費) 

⑦  子どもの医療費の無料化運動 2022年より三沢市むつ市・大鰐町21自治体へ 

2022年より弘前市高校卒業まで所得制限なしの無料実施(市長記者会見) 

⑧  学校給食無料運動 五所川原市・平川市で実施済みです  

中核都市で初めて青森市が義務教育学校の給食費無料で10億予算化 

⑨  学校施設内の除草剤ラウンドアップの使用禁止運動 

⑩  学校現場にトイレ に生理用品を 

⑪  歯科検診毎年実施要望3自治体が5年ごとの歯科検診実施済み 

⑫  その他  

 

学習会・共同集会・シンポジウム等の取り組みの特徴⇒１万ヵ所学習会集約は別紙報告書へ 

①  いのちのまもる緊急行動青森集会(53名) 

②  10.14集会(125名) 

③  秋の介護介護ウエーブ学習会(86名) 

④  いのちのとりで裁判学習会(63名) 

⑤  介護をよくする学習会(48名) 

⑥  コロナ何でも相談会相談員学習会 

 

署名・宣伝行動、相談活動等の取り組みの特徴 

①  いのち集会スタンディング(130名)青森弘前八戸 

②  怒りの青森集会 

③  県社保協の街宣活動(毎月25日) 

④  コロナで相談会 8月10月12月2月4月6月相談員は1回で15名から21名ずつ参

加 

 

自治体要請（キャラバン）・地方議会請願、自治体アンケート等の取り組み状況について 

 キャラバン行動100項目以上の調査コロナ禍で40自治体内27自治体訪他の自治体

に対しては回答後電話や第2次質問3次質問を重ねた 

 後期高齢者医療費の2倍化反対の請願行動 

 コロナ緊急策要請 

  青森市議 懇談会 
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議員要請行動について（国会議員、地方議員等） 

①  議員の要請 

 

署名集約（取り組んだ署名を記入ください）                             集約数（筆数） 

① 安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための国会

請願署名（新いのち署名） 
    8793筆 

②  ７５歳以上医療費窓口負担２割化中止を求める請願署名       12421筆  
③  介護保険制度の抜本改善を求める請願署名（介護改善署名）     4986筆 
④  「年金改善署名」     7356筆 
⑤  「生活保護改善関連署名」     
⑥  「保育改善署名」    453筆  
⑦  「消費税関連署名（増税反対・５％減税）署名      
⑧  「憲法改悪反対署名」    13526筆 

⑨  その他（                 ）  
⑩    
 

２０２０年度内に結成した地域社保協 

再結成年月日(2020年7月28日) 
名称(西北五地区社会保障推進協議会 

 

結成予定の地域社保協 

結成予定日 2023年までに) 名称( 下北社保協) 

結成予定日(        )  名称(                    )   
結成予定日(        ) 名称(                    

  

※締め切り ７月２５日(金)とします。 

 

※議案書作成、大会資料にも活用しますので締め切り厳守でお願いし 

ます。 

 

※代表アドレス・k25@shahokyo.jp へ送信ください。 
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《中央社保協第６６回全国総会議案／付属資料》 

 

2021 年度（2021.5.1～2022.4.30）の取り組み報告 
 

    組織名／団体・地域 （岩手県社会保障推進協議会）           記入者（ 髙橋  ） 

 

この一年間の取り組みの特徴について 

 県社保協結成から25年、2年越しとなるコロナ禍のもとで、県内における地域医療再

編、介護保険、国保税、生活保護、子ども医療費制度、被災者の医療費・介護保険料

利用料の免除など、県民要求に応える取り組みをすすめた。 

〇公立・公的病院等の病床削減・再編問題は、県立釜石病院をはじめとする三陸沿岸

地域の医師確保、奥州市内における地域医療をめぐって、県・自治体への地域署名

・議会請願が採択された。現在、沿岸地域の住民アンケートに取り組んでいる。 

〇「被災地医療費・介護保険料利用料の免除措置の継続を求める請願」は不採択とな

り、11年間の免除措置に終止符が打たれた。保険医協会が毎年行っている被災地ア

ンケートでは、通院回数が減ったり中断したりするケースが半数に上っており、安

心して医療が受けられるための緊急措置が急がれている。 

〇介護保険の「補足給付」見直しについて、岩手の介護を良くする会が緊急のアンケ

ートを行ない負担増の実態が明らかとなった。「補足給付の中止を求める請願」は

不採択となったが、介護改善運動を地域から進めていくための学習会を実施。 

〇子ども医療費助成制度は、高校生までの助成が33市町村中30市町村となった（22年8

月実施含む）。引続き所得制限と一部負担をなくす運動に取り組む。 

〇国保改善の運動では、18歳までの子どもの均等割全額免除実施は2自治体にとどまっ

ているため、全自治体に子どもの均等割全額免除を求める要請書を送付した。国保

税の改定状況は、21年度で2市、22年度では3市町で引上げられ、他は据置きとなっ

た。保険税水準の平準化については、市町村間での意見の隔たりが大きいことから

慎重に検討するとしている。 

〇盛岡地域社保協再建に向けた協議を開始した。 

学習会・共同集会・シンポジウム等の取り組みの特徴⇒１万ヵ所学習会集約は別紙報告書へ 

〇NPO岩手地域総研、県生健会と共催で障害者の生活、就労等に関する学習会を実施。 

〇介護保険の抜本的な改革を求めるための学習会を、いわての介護を良くする会と共

同開催。（21年9月） 

署名・宣伝行動、相談活動等の取り組みの特徴 

〇全国一斉宣伝行動は、2月25日に国民春闘盛岡地域行動参加者20人と、4月25日に消

費税なくす会、年金者組合、医労連等16人と実施。 

〇介護・認知症なんでも相談（11月11日）は相談件数が10件あり、1台の回線では間に

合わなかった。コロナ禍が長引く中、リモート面会に対する不安・不満、ケアマネ

との意思疎通不足や関係悪化、孤立、認知症への対応など様々な相談が寄せられ、

前年より深刻さが増している印象を受けた。テレビ3社の取材・放映があった。 

〇いい介護の日宣伝行動は、介護を良くする会や加盟団体と署名・宣伝を実施。テレ

ビ放映もされた。 

自治体要請（キャラバン）・地方議会請願、自治体アンケート等の取り組み状況について 

〇「いのち署名」請願は、岩手医労連が中心となってすべての自治体に実施。採択は 

17自治体（県含む）、一部・趣旨採択は8自治体、不採択5自治体。（22年4月現在） 

〇「被災地の医療費・介護保険利用料の免除継続を求める請願」不採択（21年6月） 

- 2 -

〇「沿岸地域における県立病院の医師確保による機能の充実を求める請願」採択(9月) 

〇「加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的支援制度を求める請願・意見書」採択(同) 

〇「介護保険施設における補足給付見直しの中止を求める請願」不採択（21年12月） 

〇自治体における国保・後期高齢者医療の保険料減免、窓口負担減免、傷病手当状況

について、岩手民医連と共同でアンケートを行なった。（21年5月） 

〇釜石病院の医師確保要請行動（21年6月） 

〇18歳までの子どもの均等割全額免除を求める要請書を33自治体に送付。 

〇盛岡市への要請懇談を生健会とともに実施（21年11月） 

〇後期高齢者医療広域連合との懇談を要請したが、コロナ感染拡大を理由に文書回答

となった。 

 

議員要請行動について（国会議員、地方議員等） 

〇共産党県議団の県政への要望を聞く会（5回） 

〇地元選出参議院議員（野党統一）との要請・懇談（22年2月） 

 

署名集約（取り組んだ署名を記入ください）                            集約数（筆数） 

① 安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための国会

請願署名（新いのち署名） 
     ８６  

②  ７５歳以上医療費窓口負担２割化中止を求める請願署名         ３７５  
③  介護保険制度の抜本改善を求める請願署名（介護改善署名）  
④  「年金改善署名」  
⑤  「生活保護改善関連署名」  
⑥  「保育改善署名」  
⑦  「消費税関連署名（増税反対・５％減税）署名  
⑧  「憲法改悪反対署名」  

⑨  その他「75歳医療費窓口負担2割化10月実施中止」団体署名     ２３ 
⑩  その他「介護従事者の賃金を全額公費により全産業まで引き

上げることを求める」団体署名 

    １９ 

 

２０２０年度内に結成した地域社保協 

結成年月日(      ) 名称(             ) 

結成年月日(      ) 名称(              ) 
結成年月日(      ) 名称(              ) 

 

結成予定の地域社保協 

結成予定日(        )  名称(                    ) 

結成予定日(        )  名称(                    )   
結成予定日(        ) 名称(                    

  

 

※代表アドレス・k25@shahokyo.jp へ送信ください。 
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